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審査結果の要旨 
 

本研究は、国際的に活用されている ISPCN Child Abuse Screening 
Tool-Parent version3(ICAST-P Ver.3) 日本語版を作成し、信頼性と妥当

性を検証することを目的とした研究である。 
 

2023 年 11 月 1 日（水）に実施した博士論文予備審査を経て、2024 年 1

月 23 日（火）に博士論文審査（本審査）を実施した。2 月 8 日（木）に実

施した公開発表会におけるプレゼンテーションおよび質疑応答より、学位

申請者が十分な説明能力を有し、論文内容を十分に把握していることを確

認した。 

審査所見は以下の通りである。 

本研究は、子どもに対する親のしつけの行動から虐待の兆候を発見する

ための、本邦における新たなスクリーニングツールの開発であり、新規性

が高く看護学に対する貢献が期待される。また、深刻さを増している子ど

も虐待の予防に向けた新たなツールとして活用可能性が高く臨床的意義が

高い。 

研究プロセスは、第 1 研究において日本語版（案）の作成、第 2 研究に

おいて認知デブリーフィングおよび専門家会議による認知的妥当性の確

認、第 3 研究において信頼性と妥当性の検証を行っており、それぞれのプ

ロセスを適切に実施している。 
第 3 研究において、本ツールの適合度指標が算出されなかった結果に対

して論理的に考察し、本邦におけるしつけの特徴について多角的な視点か

ら考察している。 
COVID-19 流行下において調査方法を駆使して３歳以下の子どもの親を対

象とした調査を実施し、信頼性と妥当性を検証した点は特筆すべきである。 

 

 
以上、本論文が博士論文審査の視点および審査基準を満たしており、審

査過程を通して、学位申請者が論文内容を十分に把握していることを確認

した。 

 本審査会は、本論文が博士（看護学）に相応しい内容であると判断し、

博士論文として「合格」と判定する。 

  

 


